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砂技術解説「機械遺産jエンジンへの旅4
ホンダ カブ号 F型(自転車用補助エンジン)















































1)以下の引郎は宮塚清 『内燃機関の歴史j第 6版， 三



























図 [本稿図2]に示すとおり).性能は1.3 PS 
(3500 rpm).点火はフライホイール ・マグネ






は間判iに直角.気筒体積は 50cc (40 x 40 mm) ， 







の，'，転車に小型エンヂンを f 素敵だ/ 通勤に f 集





mm (50 cc) とある.寸法の~1，iJについては不静ながら.









































5) H型については『熱機関JVol. 1 No. 10. 1955年 10
月新製品とニューズ"に 12サイクル50c.c.出力 HPJ
との紹介が見出される.もっとも，この記事の主役は4
































































OHV単気筒の ドリーム号 E型(148CC， 5.5 PS/ 
5000 rpm.)が，実用原動機付自転車では'53年








ccから実に4.5 PS/9 500 rpm.の最大出力を発
揮するものとなっていた.
かような展開を考慮する限り，ホンダにおける
第 1世代2サイクルの時代に終罵を告げた名脇
役，それがこのF型カブ号なる作品の最終的評
価として穏当であるように思われてならない.
7)富塚博士によれば，トヨモータースはピストン・ク
リアランスを詰めるため鋳鉄製ピストンを採用し，良好
なスタートやスロー性能，おい耐久性を獲得していた (前
J喝容，15頁，参照).
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